
MS 番号 テーマ リーダー名 定 員

MS-A-01 小児へのくすりの飲ませ方
～病児保育の現場から学ぶ服薬支援の実際～ 上荷裕広 100

MS-A-02 あまえ療法（その8） 澤田 敬 80

WS 番号 テーマ リーダー名 定 員

WS-A-03 事務スタッフのためのワークショップ入門セミナー A
～事務スタッフにできる広報～ 塩野千春 60

WS-A-04 服薬指導への取り組み（その11）副作用やミスを避けるための工夫 高橋 肇 40

WS-A-05 全職員で取り組むトリアージ
～看護師主体から多職種協働へ～ 須藤三枝子 30

WS-A-06 どこまでできる健診相談
～乳幼児健診の場で、子育ての悩み引き出せていますか～ 後藤洋一 40

WS-A-07 小児救急電話相談の対応を学ぼう 福井聖子 40

WS-A-08 まずはあててみませんか？
～外来で有用なエコーの活用法～ 村上綾子 20

WS-A-09 今までにない外来でのムンテラ技術向上 村上 博 40

WS-A-10 子供の採血、点滴においてのポジショニングについて考えてみま
せんか？ 櫻井淑子 30

WS-A-11 事務スタッフに出来る待ち時間の工夫
～待ち時間短縮と有効利用の工夫～ 萩野里美 30

8月25日 土 9：00～11：25
ミニシンポジウム

年次集会ホームページから参加登録をお願いします。

ワークショップ
年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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MS 番号 テーマ リーダー名 定 員

MS-B-12 愛着を支える育児支援「タッチケア」 吉永陽一郎 100

MS-B-13 熱傷の湿潤療法を学ぼう 矢嶋茂裕 100

WS 番号 テーマ リーダー名 定 員

WS-B-14 たかが「事務」されど「事務」
～事務の可能性を広げよう！～ 小笠原安子 70

WS-B-15 外来看護の検討（6） 子どもの予防接種教育をやってみよう！ 川口千鶴 37

WS-B-16 さぁ、くすりを飲もう！（その3）
～服薬動機を高めるために～ 齋藤栄二 40

WS-B-17 隣の小児科の喘息診療が知りたい！ 深澤 満 30

WS-B-19 小児救急初療コース（Triage & Action） 茂木恒俊 30

WS-B-20 やってみよう、小児漢方！
～子どもへの漢方薬の投与方法について～ 森 蘭子 30

WS-B-21 電子カルテ ANNYYS 臨床版における危機管理について 清水 健 40

WS-B-22 喫煙防止授業事始め 野田 隆 40

WS-B-23 外来小児科における臨床心理士の業務内容について考える 安東大起 20

WS-B-24 体験してみよう！ ペアレント・トレーニングの実際 小倉直子 40

WS-B-25 WISCIII を体験してみよう 高田 修 40

WS-B-26 これからの1か月健診を考える（その2）
～魅力ある1か月健診は小児科で～ 金子淳子 40

WS-B-27 お母さんがたへ、効率よく情報を伝えるテクニック 島田 康 30

8月25日 土14：00～16：25
ミニシンポジウム

年次集会ホームページから参加登録をお願いします。

ワークショップ
年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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MS 番号 テーマ リーダー名 定 員

MS-C-28 子どもの足を考える（パート5） 「子どもたちの足や靴から、
五感を開き、生きる力を育てる歩育を考える」 松田 隆 100

MS-C-29 赤ちゃんから始まる禁煙支援 高橋裕子 100

WS 番号 テーマ リーダー名 定 員

WS-C-30 事務スタッフのためのワークショップ入門セミナー：B
～クレームの内容と対処～ 加藤篤子 60

WS-C-31 当たり前だと思っている今までの慣習のルーツを楽しく勉強しよう！ 村上 博 40

WS-C-32 病児保育での服薬を考えよう：
実際、現場で困ったことを話し合いましょう 福隅美鈴 40

WS-C-33 予防接種におけるワクチンの説明を考える
～健康教育や啓発活動も含めて～ 松浦伸郎 30

WS-C-34 『勇気づけ』の子育て支援を学ぼう
アドラー心理学ワークショップ？『子どもを勇気づける』 柳本利夫 30

WS-C-35 赤ちゃんのスキンケア教室をはじめませんか？（その2） 土屋千枝 20

WS-C-36 CSP（コモンセンスペアレンティング）を学ぼう 福田弥一郎 40

WS-C-37 人の振り見てわが振りなおせ 藤田 位 20

WS-C-38 事務スタッフが関わる予防接種の業務
～その現状と問題点～ 島田 等 30

WS-C-39 シャイな子・引っ込み思案な子について学ぼう（Part2）
～場面緘黙の関わり方を中心に～ 金原洋治 40

8月26日 日 9：00～11：25
ミニシンポジウム

年次集会ホームページから参加登録をお願いします。

ワークショップ
年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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表の読み方
参加最大人数 最大参加可能人数を示します。少ない人数での開催となる場合もあります。
1施設からの定員 同一施設からの複数参加を制限する MS・WS があります。
対象 参加者の職種を限定している MS・WS があります。
参加費 運営のための費用を参加者から徴収 WS・MS があります。当日リーダーにお支払いください。

リーダーは費用の概要を参加者にお示しください。
当日参加 「不可」は事前登録した方だけが参加できるものです。

「可」の場合でも事前登録者で参加人数に達していれば当日参加はできません。
このため、「当日参加可」であっても事前登録をお勧めします。
一部の WS では、事前登録数を限り、当日参加枠を確保しているものもあります。

進め方 研修型 講義や発表の内容を確認しながら検討し、学習内容をまとめて成果とします。
問題解決型 提示された問題について解決策を検討し、その結論を成果とします。

ミニシンポジウム

MS-A-01
リーダー サブリーダー

上荷裕広（すずらん調剤薬局） 福隅美鈴（鈴木小児科医院）、齋藤栄二（あおば薬局）、亀田
和美（永井小児科医院）

小児へのくすりの飲ませ方
～病児保育の現場から学ぶ服薬支援の実際～

小児へのくすりの飲ませ方について悩んでいることはありま
せんか？
小児への服薬支援については、薬剤師を中心に過去の WS に
てさまざまな観点からの討議が行われ、プロダクトが発表さ
れてきました。
今回は飲ませ方の指導を行う薬剤師だけではなく、病児保育
の現場や診療所で直接子どもたちにくすりを飲ませている
方々を対象として、より理解を深めていただくことを目的に
ミニシンポジウムを行うことにしました。
さらには、くすりを飲ませる際に生じた悩みや問題点を参加
者の方々から挙げていただき、討議を行うことで解決策につ
ながるヒントをひとつでも多く見出し、日常業務にフィード
バックできるようにしたいと考えています。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 空きがあれば可100人
参加費 無料 進め方 研修型1施設からの定員

制限なし

MS-A-02
リーダー サブリーダー

澤田敬（NPO 法人カンガルーの会） 新津直樹（新津小児科）、小池茂之（小池医院）、藤田一郎（佐
賀大学）

あまえ療法（その8）

関係性障害による種々の心身症、トラウマはほとんどあまえ
療法で落ち着くが、大切なことはあまえ受容出来る養育者を
育てることである。最近発達障害児の増加が社会問題になっ
ている。しかし虐待等関係性障害児が、発達障害様症状を出
すことが多く、発達障害と間違われている症例が多い。関係
性障害によって起る発達障害様症状に対するあまえを使って
の予防、治療を検討したい。また純粋な発達障害でも、あま
え療法で症状を軽減できないかも検討したい。参加人数定員

対象 制限なし 当日参加 可80人
参加費 無料 進め方 研修型1施設からの定員

制限なし

ワークショップ

WS-A-03
リーダー サブリーダー

塩野千春（ぽよぽよクリニック） 島田等（しまだ小児科）、星野浩勲（片山キッズクリニック）

事務スタッフのための
ワークショップ入門セミナー A
～事務スタッフにできる広報～

本学会は、コメディカルの参加も特徴の一つです。中でも事
務スタッフが学会を経験できる大変貴重な機会となっていま
す。この会は学会への参加経験の少ない事務スタッフを対象
に、WS を疑似体験するセミナーです。3回目となる今回は、
AB2回の開催となり A は「事務スタッフにできる広報」を
テーマに取り上げ、その実例や可能性について少人数のグルー
プ会議を中心に考えてみます。目標は、参加者に学会参加の
充実感と楽しさを感じてもらい、次なる WS のテーマやリー
ダーが生まれることです。E メールが可能な方で1施設から
1名に限り計20名は前登録。残りは登録不要で当日の受付順
となります。なお最後まで参加出来ない方、AB 両方の参加
はご遠慮ください。また1施設からは2名までの参加とさせ
ていただきます。

参加人数定員
対象 事務系職 当日参加 可60人
参加費 無料 進め方 問題解決型1施設からの定員

2人まで

8月25日 土 9：00～11：25 年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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ワークショップ

WS-A-04
リーダー サブリーダー

高橋肇（はじめこどもクリニック） 高橋めぐみ（はじめこどもクリニック）、土生泰彰（ヘルス
ファーマシー薬局）

服薬指導への取り組み（その11）
副作用やミスを避けるための工夫

今までの WS では、子どもの服薬指導をテーマに薬の飲ませ
方の工夫、飲みやすい薬の紹介、母親の子どもの薬に対する
アンケートによる情報収集などを行ってきました。今回は、
副作用を避けたり、早期に発見するための（抗ヒスタミン剤、
テオフィリン、抗生剤など）薬の使い方および薬歴、既往歴、
家族歴などの活用の仕方を検討する予定です。また、処方ミ
スや調剤ミスを減らすために、医療機関と薬局が工夫してい
る内容についても討論したいと思います。事前アンケートを
行う予定ですのでご協力をお願いいたします。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 可40人
参加費 無料 進め方 問題解決型1施設からの定員

制限なし

WS-A-05
リーダー サブリーダー

須藤三枝子（大分こども病院看護部） 東ちえみ（えがみ小児科）、倉本和枝（大分こども病院事務部）、山田彩美
（大分こども病院医療技術部医療専門保育士室）、中之薗由香（同保育士室）

全職員で取り組むトリアージ
～看護師主体から多職種協働へ～

現在、トリアージにおける緊急度の判断は、看護師主体で行
われています。しかし、トリアージには、受付から帰宅、ま
たは入院まで様々な医療スタッフが関わっています。トリアー
ジの質を確保するためには、患者に関わる全職員がその必要
性を認識し、お互いの役割を認め合いながら機能させること
が重要であり、全職種の連携体制が不可欠だと考えます。本
WS の到達目標は、それぞれの職種の役割と機能を明確にし、
多職種協働のトリアージを実施できる体制を作ることです。
看護師だけでなく、事務、保育士、検査技師、診療放射線技
師等の患者さんにかかわるすべての職種の皆さん、意見を出
しあい、全職種協働のトリアージ実施を目指しましょう。参
加をお待ちしています。

参加人数定員
対象

看護師 事務系職 保育士
検査技師 放射線技師

当日参加 空きがあれば可30人
参加費 無料 進め方 問題解決型1施設からの定員

制限なし

WS-A-06
リーダー サブリーダー

後藤洋一（後藤こどもクリニック） 和泉桂子、小森谷美智子、今井玲子（後藤こどもクリニック）、
徳留人美（陽光保育園園長）、後藤素子（後藤こどもクリニック）

どこまでできる健診相談
～乳幼児健診の場で、

子育ての悩みを引き出せていますか～

乳幼児健診で親子関係は大丈夫？というケースや、育児不安
をかかえる母親にどう対応するとよいのか迷ったことはあり
ませんか？ 健診を単に医学的な側面のみで捉えるのでなく、
健診に来た保護者の思いに心を寄せて、どのようなアプロー
チをすれば子育ての悩みをうまく引き出し、良い方向にもっ
ていけるのか、さまざまな現場に働く皆さんの経験をもとに
問題解決を図りたいと企画しました。

参加人数定員
対象

看護師 保育士
栄養士 事務系職

当日参加 空きがあれば可40人
参加費 無料 進め方 問題解決型1施設からの定員

2人まで

WS-A-07
リーダー サブリーダー

福井聖子（大阪小児科医会） 白石裕子（日本看護協会看護研修学校）、広野優子（ER テレ
フォンクリニック）、田原卓浩（たはらクリニック）

小児救急電話相談の対応を学ぼう

夜間に子どもの病気やケガで困ったとき、家庭ですぐ利用で
きる小児救急電話相談は、保護者にとって頼りになる存在で
ある。一方相談員側は声だけの対応であり、日常診療の感覚
では戸惑うことも多い。電話相談では、問診ではなく傾聴、
相談員ではなく保護者が判断し行動決定するために必要な情
報提供などが求められ、そのための技術の研鑚が必要である。
今回は診療時の対応と電話相談の対応の違いを認識するため、
ロールプレイを含めたグループワークを行う。過去に行った
同様の WS では、参加者から「電話相談についてのモヤモヤ
がすっきりした」「理解が深まった」「対応の方法を工夫した
い」などの感想が得られ、好評であった。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 空きがあれば可40人
参加費 ￥1，000 進め方 研修型1施設からの定員

制限なし

8月25日 土 9：00～11：25 年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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ワークショップ

WS-A-08
リーダー サブリーダー

村上綾子（あきつこどもクリニック） 菅原大輔（自治医科大学附属さいたま医療センター小児科）

まずはあててみませんか？
～外来で有用なエコーの活用法～

第19回大会でのワークショップを踏襲し、ビギナーの方を対
象に外来エコーの有用性を学んでいただきます。ミニレク
チャーの後、2班に別れてハンズオン形式で行います。本ワー
クショップでは外来ではかかせない頸部エコーを中心とした
体表エコー、急性腹症を念頭においた腹部エコーを中心に学
んでいただきます。最後にエコーを導入するにあたって困っ
たこと・疑問点をディスカッション形式で解決していきたい
と思います。参加人数定員

対象 医師 当日参加 不可20人
参加費 ￥3，000 進め方 問題解決型1施設からの定員

1人まで

WS-A-09
リーダー サブリーダー

村上博（ユニコの森村上こどもクリニック） 芦田乃介（あしだこども診療所）

今までにない外来でのムンテラ技術向上

外来での患者さんの納得、満足度を上げる“今までにない魔
法のようなムンテラ”技術の向上を目指します。事前に、日
常診療で苦労している事例、例えば、とにかく点滴をしたが
る親、抗生物質をほしがる親、解熱剤に頼る親、ワクチンを
全くしない親、同時接種を嫌がる親、夜尿やチックなど心理
的な課題、心配性の親、待ち時間が長くて怒り出した親、診
療時間ぎりぎりぎりに電話が鳴った時、夜間や休日に電話で
答える方法などなど誰もがちょっと苦手な？事柄を広く募集
し、短時間で親も納得、医師やスタッフの満足な解答集の作
成を目指します。手法としては、NLP やハコミセラピーなど
の手法も用います。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 空きがあれば可40人
参加費 ￥1，000 進め方 問題解決型1施設からの定員

2人まで

WS-A-10
リーダー サブリーダー

櫻井淑子（くまがいこどもクリニック） 藤川美紀（松下こどもクリニック）、大江和子（松下こどもクリニック）、新
垣純子（くまがいこどもクリニック）、水口智美（くまがいこどもクリニック）

子供の採血、点滴においての
ポジショニングについて考えてみませんか？

当院では採血、点滴の際に採血台を利用し、2歳近くになる
と母親（保護者）に抱っこしてもらい実地していますが、他
院ではどのような形で処置されているのでしょう？
採血台を利用するとしても、より正確に行えるポジショニン
グは無いものでしょうか？
そのような考えから今回ワークショップでは、参加者から小
児科外来での採血方法などを発表していただき、それを元に
全員でよりよいポジショニングを考えてみたいと思います。
到達目標：採血、点滴時のよりよいポジショニングの共有

参加人数定員
対象 看護師 当日参加 不可30人
参加費 無料 進め方 研修型1施設からの定員

3人まで

WS-A-11
リーダー サブリーダー

萩野里美（崎山小児科） 加藤篤子（どんぐりこどもクリニック）、山下慎太郎（みやた
小児科）

事務スタッフに出来る待ち時間の工夫
～待ち時間短縮と有効利用の工夫～

予約制の導入などの工夫をしても、診療がスムーズに進まな
いこともあり、どうしても患者さんをお待たせしてしまうこ
とがあります。そこで、事務スタッフができる待ち時間の工
夫は何があるのか、どうしたら待ち時間を待つだけではない
有効な時間として活用できるかを考えてみたいと思います。
参加者には事前にアンケートを行い、それぞれの施設の待ち
時間の現状やシステム、現在行っている工夫について報告し
ていただきます。絵本の読み聞かせなど、事務スタッフが関
わることのできる待ち時間を短く感じさせる具体例を中心に、
いろいろな施設のアイディアを参考にさせていただいて、さ
らによい待ち時間の工夫を見つけられたらと思います。

参加人数定員
対象 事務系職 当日参加 不可30人
参加費 ￥500 進め方 問題解決型1施設からの定員

制限なし

8月25日 土 9：00～11：25 年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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ミニシンポジウム

MS-C-28
リーダー サブリーダー

松田隆（まつだ小児科医院） 岡空輝夫（岡空小児科医院）、内田俊彦（オーソティックスソ
サエティー理事長）、永井恵子（NPO 法人 WISH 理事長）

子どもの足を考える（パート5）
「子どもたちの足や靴から、五感を開
き、生きる力を育てる歩育を考える」

子どもの足の異常は、下肢のみならず全身の姿勢や集中力、
運動発達など、身体発達全体に影響を与える。昨年までの4
回にわたって、最近の子どもの足の状況、小児期からの靴教
育の重要性、さらに、歩いて、自然や社会に触れ、五感を開
き、体で学ぶ直接体験を通じて、子ども達の豊かな心、生き
ていく力を育てる「歩育」について学んできた。今回は、ミ
ニシンポジウム形式とし、子どもたちの足や靴の現状を知り、
子どもの足を健やかに育て、生きる力（ライフスキル）を身
につけ、歩育や靴教育のあり方を習得していただく。歩育の
取り組みの一つとしてのノルディックウオークの体験会を8
月26日（日）午後1時～会場入口付近で1時間程度開催予定。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 空きがあれば可100人
参加費 ￥1，000 進め方 研修型1施設からの定員

制限なし

MS-C-29
リーダー サブリーダー

高橋裕子（奈良女子大学） 野田隆（野田小児科医院）、牟田広実（飯塚市民病院）、伊藤
裕子（伊藤内科医院）

赤ちゃんから始まる禁煙支援

タバコ問題検討会では「子どもたちをタバコから守る」という大き
な目標の実現に向けて「親への禁煙支援」「未成年への禁煙支援」「子
どもたちへの喫煙防止授業」等について啓発し、支援スキルを向上
する目的で WS やセミナーを開催してきました。今回、「赤ちゃん
からはじまる禁煙支援～童どう寳」と題してミニシンポジウムを開
催します。今回のシンポジウムの特徴は、「子どもたち」を胎児か
ら思春期までと広く捉え、内科や産婦人科も含めての幅広い視点か
ら「子どもたちをタバコから守る」ことを学び考えることにありま
す。中でも妊婦さんとその周囲の人への禁煙支援や、妊娠後の再喫
煙防止策、赤ちゃんへの受動喫煙防止策などは困難であっても実現
せねばならない重要な問題であり、小児科医として知っておきたい
事項をそれぞれの分野のトップリーダーに来ていただいてレク
チャーいただくとともに、フロアとの熱い討議を期待します。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 可100人
参加費 無料 進め方 研修型1施設からの定員

制限なし

ワークショップ

WS-C-30
リーダー サブリーダー

加藤篤子（どんぐりこどもクリニック） 塩野千春（ぽよぽよクリニック）、山下慎太郎（みやた小児科）

事務スタッフのための
ワークショップ入門セミナー B
～クレームの内容と対処～

本学会は、コメディカルの参加も特徴の一つです。中でも事
務スタッフが学会を経験できる大変貴重な機会となっていま
す。この会は学会への参加経験の少ない事務スタッフを対象
に、WS を疑似体験するセミナーです。3回目となる今回は、
AB2回の開催となり B は、要望の多かった「クレーム」を
テーマに取り上げ、クループ会議を中心にその内容や対処に
ついて考えてみます。目標は、参加者に学会参加の楽しさと
充実感を感じてもらい、次なるテーマやリーダーが生まれる
ことです。E メールが可能な方で、1施設から1名に限り、
計20名は事前登録。残りは登録不要で当日の受付順となりま
す。なお最後まで参加出来ない方、AB 両方の参加はご遠慮
ください。また1施設からは2名までの参加とさせていただ
きます。

参加人数定員
対象 事務系職 当日参加 可60人
参加費 無料 進め方 問題解決型1施設からの定員

2人まで

WS-C-31
リーダー サブリーダー

村上博（ユニコの森村上こどもクリニック） 芦田乃介（あしだこども診療所）

当たり前だと思っている
今までの慣習のルーツを
楽しく勉強しよう！

外来で遭遇する一見当たり前に思える習慣のルーツと根拠を
なぜなぜとディベート形式で勉強します。たとえば、産湯は
本当に必要？おむつやおしりふきは必要か？風呂は毎日入る
もの？石鹸やシャンプーは必要か？などなど皆が純粋に医学
的ではないけれど外来でちょっと疑問に感じるこれらの事柄
を NLP（神経言語プログラミング）も用いて賛否両論で楽し
く検討します。当たり前だと思っていることが案外“錯覚（思
い込み）”かもしれません。参加人数定員

対象 制限なし 当日参加 空きがあれば可40人
参加費 ￥1，000 進め方 問題解決型1施設からの定員

2人まで

8月26日 日 9：00～11：25 年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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ワークショップ

MS-C-32
リーダー サブリーダー

福隅美鈴（鈴木小児科医院） 木下博子（大分こども病院医療技術部薬局）、松本康弘（ワタ
ナベ薬局上宮永店）、稲垣美知代（いながき薬局立川店）

病児保育での服薬を考えよう：
実際、現場で困ったことを
話し合いましょう

一昨年の WS「現代社会に求められる外来小児科での病児保
育」において、「服薬」が問題点としてあがりました。そこで、
WS「こどもと薬」とコラボし、本 WS を企画しました。「服
薬」に関する問題点の中から、今回は、服薬時のヒヤリハッ
トをとりあげます。薬に関するヒヤリハット事例を出し合い、
その解決策を探しませんか。現在、病児保育に携わっている
方だけでなく、この問題に関心をお持ちの方の参加をお待ち
しています。参加人数定員

対象
医師 看護師 看護助手 保育士
薬剤師 栄養士 事務系職

当日参加 空きがあれば可40人
参加費 ￥300 進め方 問題解決型1施設からの定員

制限なし

MS-C-33
リーダー サブリーダー

松浦伸郎（松浦医院） 川島崇（川島内科クリニック）、及川馨（及川医院）

予防接種における
ワクチンの説明を考える

～健康教育や啓発活動も含めて～

予防接種対象者には施行するワクチンの説明を保護者または
本人に対して行う必要がある。しかし新しい多くのワクチン
は保護者には理解しにくいことも多い。接種スケジュールを
調整する際にも同時接種のコンセンサスが十分にできていな
いために困難な場合もある。また集団免疫の浸透を図る必要
性などは理解しにくいため、対象者がそれぞれ個人の意見を
主張する場合もある。HPV ワクチンは思春期の女子に接種す
るため学校での性教育が事前に行われていなければならない
が、一般的に学校での性教育は十分でなく、説明に困惑する
場合も多い。このような状況で医療者として被接種者にどの
ような説明を行っていったらいいか、健康教育や啓発活動も
含めて討議したい。

参加人数定員
対象 医師 当日参加 空きがあれば可30人
参加費 無料 進め方 問題解決型1施設からの定員

1人まで

WS-C-34
リーダー サブリーダー

柳本利夫（やぎもと小児科） 高柳滋治（はるこどもクリニック）、山田進一（山田こどもク
リニック）

『勇気づけ』の子育て支援を学ぼう
アドラー心理学ワークショップⅡ
『子どもを勇気づける』

アドラー心理学は、オーストラリアの精神科医であるアルフ
レッド・アドラーが創始し、その後継者達が発展させた心理
学の理論、思想と治療技法の体系です。アドラーは、診療所
での診療の他に児童相談所で子育てに困った母親達の相談を
したり、家庭や学校におけるこどもの教育について精力的に
活動したことが知られています。今回は、小児科外来での子
育て支援につかえるアドラー心理学の中核である『勇気づけ』
の技法を中心に、理論と実践で学ぶワークショップです。今
回のテーマは『子どもを勇気づける』です。

参加人数定員
対象 制限なし 当日参加 不可30人
参加費 無料 進め方 研修型1施設からの定員

制限なし

MS-C-35
リーダー サブリーダー

土屋千枝（川井小児科クリニック） 岡本まゆ美（つつじが丘こどもクリニック）

赤ちゃんのスキンケア教室を
はじめませんか？（その2）

乳児湿疹やアトピー性皮膚炎の治療にはスキンケア指導が欠
かせません。しかし、忙しい外来診療の中だけでは充分な指
導の時間が取れません。そこで、前回の WS ではマンツーマ
ンで母親指導ができるような「スキンケア教室」を開設しま
しょうと呼びかけ、スキンケア指導の基本的実技の実習をし
ました。その結果、参加者の幾つかの施設で取り組みが行わ
れています。今回もスキンケア教室の開設に取り組みたいと
お考えのクリニックの看護師を募集します。入浴法や保湿剤、
ステロイド軟膏の使用法をどのようにわかりやすく指導する
か、また教室のシステム作りはどうしたら良いかなどについ
て話し合いたいと思います。コメンテーターは益子育代さん。

参加人数定員
対象 看護師 当日参加 不可20人
参加費 ￥1，000 進め方 研修型1施設からの定員

1人まで

8月26日 日 9：00～11：25 年次集会ホームページから参加登録をお願いします。
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